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1　はじめに



















































の建築が 1875年（明治 8）までに少なくとも 10棟以上が竣功した。彼我公園（横浜公園）は
1874年（明治 7）着工し、1876年（明治 9）完成、面積 5 haの規模をもち、日本大通りは 1879


























































黒く塗られた部分が焼失エリア。原典は、「The Japan Herald Mail Summany, Market 











































































図としては明治 5年の修正案もある（図 9）。図 8の計画を見ると、日本大通りは歩道と街路樹を備
図 9　1872年 3月「横浜公園略図」国立公文書館内閣文庫所蔵（横
浜開港資料館『R. H. Brunton』1991年より）







































　なお、居留地の外国人居住者数は、明治 4年当時 1071人であったが、明治 10年（1877）に 2404
































































































































































































































『Island, Sea, and Port City-New Grouping for Spatial Recognition』Mokpo National University Mokpo 
Campus，pp. 151-190，2013、拙稿「R. H.ブラントンによる横浜居留地の下水道整備について」『新メディ
アと近代上海国際シンポジウム』論文集、上海師範大学、2012。


















（ 4 ）　「日本大通」『神奈川県の地名』所収　p. 115　日本歴史地名大系 14　平凡社　1984年。
（ 5 ）　例えば、『よこはま史話 1　開港場　横浜ものがたり　1859-1899』（横浜開港資料館・横浜市歴史博物
館編集・発行 2000年）でも日本大通りの完成を 1879年 1月（p. 46）としており、日本大通りの完成時期の
定説は明治 12年 1月といえるであろう。
（ 6 ）　「公園」『横浜もののはじめ考　改訂版』pp. 96-97　横浜開港資料館編　2000年。
（ 7 ）　横浜商業会議所編『横浜開港五十年史（下巻）』pp. 120-129　名著出版　1973年。
























（23）　注 13参照　p. 76。なお、サルダは、Paul Pierre SARDA（1844-1905）で、1873年パリ・中央技芸学
校卒、同年横須賀造船所学舎機械学教師として来日し、明治 9年（1876）まで雇われる。その後、横浜居留
地 84番地で土木事務所を開設。明治 38年（1905）横浜で亡くなる（堀勇良『日本の美術 8　外国人建築家
の系譜』No. 447、至文堂、2003年）。
